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育み学ぶ元気なまち～ともに育み生涯学ぼう～

『地域社会全体で青少年を見守り育てる』

紀の川市青少年センター
〒640-0412   紀の川市貴志川町上野山２５６

TEL 0736-64-9888 FAX 0736-64-9889 

紀の川市青少年補導委員会第２回役員会 令和5年6月27日（火)19:00～

打田生涯学習センター学習室１において役員・事務局１３名で上記の会を開催しました。「夏季特別

街頭補導」について協議し、４年ぶりに開催予定の「粉河祭」「紀の川市民ま

つり」の補導と各地区で計画している夜間街頭補導で補導活動と啓発活動

を行うことが確認されました。

また、「青少年健全育成協議会・青少年補導委員会合同研修会」につい

は、「県内青少年のインターネット・ＳＮＳのトラブルについて」の演題で、県

男女共同参画課の操本隆紀氏に講演していただくことになりました。

不審者対応訓練 西貴志小学校６月３０日(金) 「ロールプレイ方式による対応訓練」

６月３０日西貴志小学校で、低学年・高学年別に、

不審者対応訓練を実施しました。昨年度に続き、児

童達がロールプレイ方式で不審者に出会った時の

行動を体験することで学習しました。

その後、留守番中の対応について、〇×クイズで

学習しました。もしも、不審者に出会った時には、今

日の学習を思い出して行動できることを願います。

調月小学校７月３日（月）・丸栖小学校７月１１日(火)「校内に侵入した不審者への対応訓練」

両校とも、許可なく校舎内に侵入した不審者を職員が発見し、児童の安全を確保するため、不審者を

興奮させないように慎重に教室から離す対応をしました。しかし、不審者が暴れたため、校長先生が応援に

駆け付けた職員とともに、さすまたを使って不審者を取り押さえました。その後、体育館への避難をしました。

避難訓練終了後は、体育館や教室（丸栖小は、５年生の授業の様子を全クラスに配信）で、「今日はイカの

おすし一人前」を活用した講話や防犯〇×クイズなどで不審者への対応を学習しました。

不審者から逃げる児童 〇×クイズに答える児童

豪雨によって日本各地に甚大な被害をもたらした「梅雨」が明け、真夏の

太陽の日差しがまぶしい８月になりました。子供たちにとって、楽しい夏休み

の真っ只中です。

今年は、４年ぶりに「粉河祭」「紀の川市民まつり」や各地域の祭りが実施・

計画されていて、子供達もワクワクした気持ちで毎日を過ごしていることと思います。夏休みは気持ちが

開放的になることから、交通事故や水難事故、また犯罪被害や非行に関わらない かと保護者や大人に

とっては心配な時期でもあります。この時期、いつも以上により多くの人

の目で子供たちを見守ることが大切です。

紀の川市青少年センターでは、７月２１日から夏季特別街頭補導とし

て、通常のパトロールに加えて紀の川市内の子供達が集まりそうなコン

ビニや店舗、公園などを巡回し、各店舗では子供達の様子などを聞か

せていただいてます。

また、補導委員や学校の先生方の協力を得て夏季特別街頭補導を

行っています。左の写真は、７月２０日の夜間に実施された、桃山地区

街頭補導での補導・啓発活動の様子です。桃山地区夏季特別街頭補導



 

発生日時 発生場所 事　象　内　容 不審者の特徴

７月１５日(土)
16時頃

貴志川地区

貴志川町井ノ口郵便局付近で、女子中学生１名が歩いて帰宅途中、
自転車に乗った６０歳から７０歳くらいの男性が、女子生徒を追い越し
て止まり、女子生徒が近づくと先に進み、また、止まる行為を繰り返し
た。女子生徒は、不審に思って走って帰宅した。

ピンク色の上着
帽子を着用
160㎝、中肉中背
銀色の自転車

令和5年７月分

４月
からの
累計

小学生 中学生 高校生 有職無職 その他

種　　別 計 男子 女子 男子 女子 女子

深夜徘徊 7

男子 女子 男子 女子 男子

不良行為

喫　　煙 4 2

行 為 別
種　別　人　数

学　　　　識　　　　別

14

怠　　学 1 1 2

1 1

33

そ の 他 1 1 2

52

犯罪・触法
窃　　盗

暴行・傷害

恐喝・他

1

 ※備考
 件数については
 岩出警察署の補
 導件数を含んで
 います。

1

52総　　　　　数 13 1 2 2 7

荒川中学校情報モラル教室 7月7日(金) 5限

荒川中学校全校生徒対象に、体育館で大型スクリーンを使っ

て情報モラル教室を実施しました。

漫画で表現された４種類のネットトラブル事例（総務省 イン

ターネットトラブル事例集 ２０２３版より）をもとに、トラブルを起こ

してしまう理由ついて生徒の皆さんが考え・相談し・発表する流

れで実施しました。

生徒の皆さんは、「周りの人と一緒に考えてください。」の投げ

かけに対して、一人一人が真剣に

取り組んでいて、中には、車座に

なって話し合いをしているグループもありました。

一つ一つの課題について考えた後は、先生から指名された生徒がしっ

かり発表していました。最後に、生徒会長がお礼の言葉の中で、「ネットの

中でもダメなものはダメと今日の学習でよくわかりました。」としっかりまとめ

てくれました。

情報教育啓発リーフレット「守りたい 大切な自分 大切な誰か」

青少年センターでは、今年も情報教育啓発リーフレットを作成しました。このリーフ

レットは、紀の川市内の小学校６年生と全中学生に配布できるように作成し、それぞ

れの学校で時期や配布の仕方を工夫して、ネットトラブルについて学習する際に活

用してもらってます。

このリーフレットでは、ＳＮＳを通じて多くの子供達が性被害にあっている具体的な

事例を紹介するとともに、困った時の相談方法や相談先を示しています。

困った時は、ひとりで悩むことなく、身近な大人に相談することが大切ですし、周り

の大人が子供達のちょっとした変化に気付いて声をかけることも大切です。

≪不審者情報≫

≪補導統計≫ 紀の川市 ※不審者情報は、学校・警察・青少年

センターへ連絡をしてください。

上手に話し合ってます


